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第8回遠賀町民体育大会

女子バレーボール大会
虫生津チームがアベック優勝！

6月24日（日）、遠賀勤労者体育センターと、遠賀南中学校
体育館の2会場で16チームが参加して、女子バレーボール

大会が開催されました。虫生津地区はこの大会の女子チー
ム優勝で先日行われた男子チームと共にアベック優勝を果
たしました。

♭Aクラス　　優勝虫生津チーム　準優勝松の本チーム
DBクラス　　優勝広渡チーム　　準優勝浅木チーム
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▲Aクラス優勝虫生津チーム
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▲　Bクラス優勝広波チーム

第8回遠賀町民体育大会

少女バレーボール大会

8月5日（日）の午前8時30分から勤労者体育センターと町

民体育館で少女バレーボール大会が行われました。
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▲準優勝の鬼津チーム
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第8回遠賀町民体育大会

少年ソフトボール大会
8月5日（8）の午前8時30分から総合運動公園グラウンド

で少年ソフトボール大会が行われました。

剣∴府

新宅君　田　慮∴浅∴尾

町良松　田　波　木　崎

▼優勝の別府チーム

鬼　上　中　別　松今　美　東　遠　本
別　　　　ノ　古　　和　賀
津府　央　府　本質∴善　菊　川　守

嘉標

言語÷詰態

第8回壮年ソフトボール大会
7月15日（B）の午前8時30分から総合運動公園グラウンド

で壮年ソフトボール大会が行われました。

3　　　13 302155　g2321183015 

鬼別懇東松浅田木中子虫　芙遠広新旧居宅老今上
光和ノ　　　　　　　代生　　質　　　　　　　　　古別

津府苑苑本木固守央丸津∴蕾Iii滅町停崎松良質府
農機　　　　　　　　農機

▼優勝の新町チーム
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第8回遠賀町民体育大会

バドミントン大会
6月17日（日）、午前8時30分から勤労者体育センターでバ
ドミントン大会が行われました。
億韻書のみ
♭ダブルスA級（男子）
♭ダブルスB級（男子）
D渡合ダブルス　A級
♭渡合ダブルス　B組
♭ダブルスA級（女子）
DダブルスB級（女子）
♭ダブルスC級（女子）

鷹取康一、山口美広
石橋宗一郎、徳永稔
板橋和洋、小関美知代
酒家勇敢、大森照美
村上真理子、古賀加代子
大山一子、大森照美
槻町真佐子、黒坪美枝子
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9月23日（日） 　～30日（日） 

4「

㊨
馳
㊧
哩

謹
書
者
と
家
族
の
集
い

こ
の
集
い
は
、
精
神
障
害
者
と
そ
の

家
庭
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
精
神
保

健
思
想
の
普
及
と
啓
発
を
目
指
し
て
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
＝
9
月
2
8
日
（
金
）

午
後
1
時
～

●
場
　
所
＝
遠
賀
保
健
所

水
巻
町
大
字
吉
田
2
3
6

●
テ
ー
マ
＝
「
精
神
疾
患
の
理
解
」

●
講
　
師
＝
小
倉
蒲
生
病
院
理
事
長

西
島
実
利
氏

●
向
い
合
わ
せ
先
＝
遠
賀
保
健
所

℡

（

2

0

1

）

4

1

6

1

平
成
2
年
度
「
0
歳
か
ら
の

親
子
教
室
」
を
謹
晴
し
ま
す
。

町
民
会
議
・
家
庭
部
会
は
、
町
・
教

育
委
員
会
と
共
催
で
、
平
成
2
年
度
「
0

歳
か
ら
の
親
子
教
室
」
を
1
0
月
6
日
よ

り
4
回
の
計
画
で
開
講
し
ま
す
。

子
供
の
健
全
育
成
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
と
し
て
、
親
の
姿
勢
や
家

庭
の
在
り
方
が
問
題
と
さ
れ
、
特
に
人

格
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
時
期
が
「
三
つ

子
の
魂
百
ま
で
」
と
言
わ
れ
る
胎
児
期

・
幼
児
期
で
す
。

し
た
が
っ
て
妊
産
婦
や
乳
児
期
の
親

を
対
象
に
し
た
、
「
親
子
教
室
」
を
設

げ
、
心
豊
か
な
子
育
て
の
在
り
方
、
進

め
か
た
に
つ
い
て
、
体
験
学
習
の
機
会

を
堤
供
す
る
も
の
で
す
。

●
日
　
時
＝
1
0
月
6
日
、
n
月
7
日
、

Ⅱ
月
2
7
日
、
1
2
月
n
日
の
1
3
時
5
0
分

か
ら
1
5
時
5
0
分
ま
で

●
塙
　
所
＝
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
者
＝
妊
産
婦
、
乳
児
期
の
親
、

一
般
希
望
者

●
学
級
の
運
営
＝
班
を
編
成
し
、
委
員

会
を
作
り
、
協
議
し
な
が
ら
進
め
ま

す。
●
備
　
考
＝
幼
児
の
遊
び
場
を
設
け
、

遊
具
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

学
　
習
　
計
　
画

1
0
月
6
日
　
講
師
　
石
井
　
美
枝
先
生

0
歳
期
の
重
要
牲
－
生
命
の
芽
生
え

日
月
7
日
　
議
師
　
村
田
千
代
子
先
生

0
歳
か
ら
の
人
作
り

母
と
子
の
愛
の
交
流

1
1
月
2
7
自
　
認
師
　
鍛
　
　
司
　
先
生

成
長
の
感
度
期
　
0
歳
～
2
歳

1
2
月
日
日
　
講
師
　
今
村
　
茂
生
先
生

幼
児
期
を
育
て
る

※
受
講
申
し
込
み
は
、
遠
賀
町
教
育
委

員
会
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
（
内

線
3
5
7
番
）
　
へ

第
2
6
回
全
国
身
体
議
書
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
・
閉
会
至
れ

入
場
書
を
真
果
し
ま
す
。

第
2
6
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
Ⅱ
月
3
日
・
4
日
の
二
日
間
開

催
さ
れ
ま
す
。
開
・
閉
会
式
典
で
は
、

と
び
う
め
国
体
（
秋
季
大
会
）
演
技
、

音
楽
な
ど
を
再
現
し
、
障
害
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
　
「
と
き
め
き
演
技
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

●
と
き
）
・
開
会
式
Ⅱ
月
3
日
（
祝
）

午
前
8
時
0
0
分
か
ら
・
閉
会
式
Ⅱ
月
4

日
（
日
）
午
後
2
時
か
ら
●
と
こ
ろ
）
福

岡
市
東
平
尾
公
園
博
多
の
森
陸
上
競
技

場
●
入
場
料
）
無
料
（
入
場
整
理
券
必

要
）
●
入
場
整
理
券
申
込
受
付
期
間
）

9
月
1
日
（
土
）
か
ら
1
0
月
1
0
日
（
水
）

ま
で
●
申
込
み
方
法
）
は
が
き
の
蜜
に

「
入
場
整
理
券
希
望
」
と
書
き
、
希
望

す
る
式
典
名
（
開
会
式
か
閉
会
式
）
の

い
ず
れ
か
を
記
入
し
、
申
込
者
の
来
会

方
法
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
車
椅
子
で
の
入
場
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
氏
名
を
○
印
で
囲
ん
で
く
だ

さ
い
。
●
来
会
方
法
）
A
天
神
バ
ス
セ

ン
タ
ー
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
、
B
博
多

駅
交
通
セ
ン
タ
ー
か
ら
無
料
送
迎
パ
ス

C
志
免
町
民
広
場
か
ら
無
料
送
迎
パ
ス

D
徒
歩
・
そ
の
他
●
申
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先
）
第
％
回
全
国
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
℡
0

9

2

（

6

4

1

）

6

6

0

8



，90北九州

国際音楽祭弱
営31瞥一昔eL台
北九州市が文化の振興と国際交

流の集大成として、市制25周年を記

念して始めた北九州国際音楽祭が今

年で3回目を迎えます。

今年も音楽監督でヴァイオリニス

トの新井淑子、フルートのパトリッ

ク・ガロワ、ピアノのブルーノ・リ

グット、ヴァイオリンの数住岸子、

マiノンバの安部圭子など豪華な顔ぶ

れの出演者です。

閣傭プログラム

●10月31日（刺／18：30－

戸畑市民会館

●11月1日休レ18：30－

門司市民会館

●11月2日㈲／18：30－

若松市民会館

●11月3日㈲／15：00－21．30

小倉南民会舘

●11月4日（日レ14：00－

八幡市民会館

●11月5日旧）／18・30－

若松市民会館

●11月6日㈹／18・30－

小倉南民会館

●運輸コンサートく全館自由〉

ソアレミュージカルく全嘱自由〉

●期間中遺し勢
濡貴会6回＋ソアレミュージカル

●申し込み・問い合わせ先
北九州高級雷雲賃金文化振興係
℡093（582）2391

すまれ僕だ　守ブ調 ○鵠鐸藤馨目端 　　らラ査 　　れイ事 協入eとはは 力くごは、22 謹粥欝菅評轟麗還すシは 　　oI22 � �1 �総 �の 間瀬 に査 彊 �嚢葛 

昔靖は載撥蒸畠藷富 ま結晶京・1、 まのらにiた 　　＋： 
10月1日旧） 　～7日（日） 

●与＼

遠
賀
町
福
祉
課
で
も

開
会
式
応
援
参
加
毒
真
集

′
ふ
り
む
く
な
　
ら
か
ら
の
限
り
飛
び

立
と
う
〟
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
、
陸
上
競

技
、
盲
人
野
球
、
車
椅
子
テ
ニ
ス
な
ど

9
謹
白
の
競
技
が
あ
り
、
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
障
害
が
あ
る
無

し
に
か
か
わ
ら
ず
障
害
者
を
理
解
し
、

ま
た
、
応
援
す
る
た
め
に
開
会
式
に
参

加
し
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
　
時
＝
n
時
3
日
（
土
）

午
前
6
時
役
場
前
集
合

●
参
加
費
用
＝
弁
当
代
　
5
0
0
円

●
申
込
み
＝
（
先
着
順
）
備
人

9
月
2
9
日
ま
で
受
付

遠
賀
町
役
場
福
祉
係

℡

（

2

9

3

）

1

2

3

4

調
整
詮
禦
ヲ
リ
ぺ
イ
ド
カ
ー
ド
）

髪
馨
の
届
出
・
登
録
皇
軍
積
善

説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

平
成
2
年
1
0
月
l
日
か
ら
前
払
式
証

票
の
規
制
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

ま
す
。
原
則
と
し
て
発
行
業
者
は
全
国

の
財
務
（
支
）
局
に
届
出
・
登
録
を
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
福
岡
財
務
支
局
管
内
所
在
の
発
行
業

者
に
対
し
て
、
申
請
手
続
き
の
説
明
を

実
施
し
ま
す
。

●
目
時
）
9
月
1
4
日
（
金
）
午
後
1
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
●
場
所
）
福
岡
銀

行
協
会
4
階
会
議
室
（
福
岡
市
中
央
区

舞
鶴
l
丁
目
5
番
1
7
号
）
●
問
い
合
わ

せ
先
）
大
蔵
省
福
岡
財
務
支
局
金
融
第

二
諒
℡
0
9
2
（
4
1
1
）
7
2
8
1

自
賠
責
「
う
っ
か
り
」
せ
ず

に
「
し
っ
か
り
」
加
入
′

今
年
も
無
保
険
（
無
共
済
）
バ
イ
ク

対
策
協
議
会
で
は
、
9
月
1
日
か
ら
9

月
5
0
日
ま
で
「
無
保
険
（
無
共
済
）
バ

イ
ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

行
い
ま
す
。

脚
∝
以
下
の
パ
イ
ク
に
は
車
検
制
度

が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
賠
責
保
険

（
共
済
）
の
継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が

ち
で
す
。
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
「
油
断
は
禁
物
」
パ
イ
ク
の
起
こ

す
人
身
事
故
も
軽
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
（
共

済
）
　
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
無
保
険
（
無
共
済
）
で
走

る
と
、
6
カ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

5
万
円
の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
6

点
と
な
り
、
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま

す
。
も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た

ら
、
最
蕾
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
店

（
パ
イ
ク
、
自
転
車
店
等
）
、
農
協
へ

行
き
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
敵
真
相
撲
）
の
ご
案
内

●
と
き
）
9
月
泌
日
、
2
9
日
、
1
0
月
6
日

の
午
後
4
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
の
3

回
コ
ー
ス
●
と
こ
ろ
）
遠
賀
総
合
運
動

公
園
内
相
撲
場
●
対
象
）
主
に
小
学
生

で
す
が
、
各
地
区
の
大
人
の
人
々
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
指
導
方
法
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
●
参
加
料
）
無
料
●

指
導
）
遠
賀
町
相
撲
連
盟
●
申
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
）
遠
賀
町
コ
さ
、
ユ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
℡
（
2
9
3
）
6
5
2
5

福
岡
市
職
員
（
初
級
・
消
堕
史

貴
さ
・
学
校
巣
義
士
）
募
集

●
一
次
試
験
日
）
1
0
月
7
日
（
日
）
午

前
9
時
か
ら
●
受
験
資
格
）
昭
和
幻
年

4
月
2
日
か
ら
昭
和
倣
年
4
月
l
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
（
4
年
制
大
学
在
学

者
、
卒
業
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）
な

ど
●
試
験
会
場
）
・
初
級
…
代
々
木
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
福
岡
校
・
消
防
吏
員
、
学
校

栄
養
士
…
福
岡
市
立
高
宮
中
学
校
●
受

付
期
間
）
8
月
5
0
日
（
木
）
か
ら
9
月

1
3
日
（
木
）
●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
）
福
岡
市
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用

課
℡
0
9
2
（
7
1
1
）
4
6
8
8

平
成
2
年
度

消
防
投
信
士
講
習
会

●
愛
機
対
象
者
）
・
消
防
設
備
士
免
状

の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
2
年
以
内
で

講
習
を
受
け
て
い
な
い
人
・
講
習
を
受

け
た
日
か
ら
5
年
以
内
の
人
●
講
習

日
Y
 
n
月
1
日
、
2
日
（
第
1
種
）
7

日
8
日
（
第
3
謹
）
9
日
（
第
5
種
）

●
境
習
会
場
）
北
九
州
市
小
倉
北
区
浅

野
2
－
1
4
－
1
K
・
M
・
M
ビ
ル
●
受

付
期
日
）
1
0
月
1
日
、
2
日
の
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
●
受
付
会
場
）

北
九
州
市
役
所
4
階
第
4
1
会
議
室
●
問

い
合
わ
せ
先
）
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
1



総合検診の
結果通知は届
きましたか。

検診の結果通知の

発送は、受診されて

から1か月ほどかか

りますが、2か月過

ぎても通知がないと

きには、役場保健衛

生係までご連絡くだ

さい。

なお、胸部レント

ゲン（39歳未満）の

み受診された人の結

果については、直接

撮影の必要のある人

のみ通知します。

●　●　●　●　●

内揚受時期

患脚韻駒匪彊圃耀隠種　生活雷憶の見直しが必要な時期

働き盛りの40代は、家庭や仕事境
の大黒柱です。家庭では子供を育て、

仕事場ではリーダーシップをとりな
から手腕をふるう、まさに㌻由のの

った時期”といえるでしょう。

しかし、体調に変化が表れるのも

ト成人病にかかりやすくなる年代

40代は、心成人病の入口〝といわれています。

がんや心臓病、脳卒中などにかかりやすくなる

年代に入ったということです。こうした成人病

を防ぎ、健康な老後を過ごすだめには、この時

期の生活習慣を見直す必要があります。

まず、肥満に注意することです。肥満は内臓

を圧迫し、運動するとき体に負担をかけます。

できろだけペスト体重を維持するよう、心がけ

よしよう。また、変化のある、栄養バランスの

とれた食事をするなど、食生活の改善を図りた

いものです。

適度な運動も必要です。ラジオ体操や散歩な
ど、手軽にできて長続きするものを始めましょ

う。適度な運動は、足腰の老化を予防し、持久

力の低下を防ぐことにもなります。

また、ストレスをためないようにしましよう。

40代は、社会的にもさまざまな責任が出てくる

40代です。体力が衰え始めているに

もかかわらず、椅袖的にはまだまだ

若いつもりでいる－このギャップ

に気付かずに、20代、30代のつもり

で無理をし、成人病などの病気にな

ることが多いのです。

年代で、ストレスが生まれやすくなります。仕

事と余暇をバランスよくこなし、′じ・にゆとりを

もって毎日を送りたいものです。

ト定期検診を受け自己管理を蛤めよう

平成32年（西暦2020年）には、全人口（こ占め

る65歳以上の割合は、23．6％になると予測され

ています。国民の約4人に1人が、老人という

ことになります。

いまから闇題となっているのは、寝だきり老

人対策と痴呆性老人対策です。厚生省では、「寝

だきり老人ゼロ作戦」を展開し、原因となる病

気やけがの発生予防をPRL、情報網の整備、

在宅福祉サービスの充実を進めていきます。

10月10日から16日までは、「40歳からの健康

週間」です。この機会に、定期検診を受けたり、

生活習慣を見直したりして自己管理を始め、楽

しい老後を過ごす第一歩にしてみてはいかがで

しょうが。
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●
対
線
香
＝
検
診
の
対
象
者
で
、
6
月

2
1
日
～
8
月
2
8
日
ま
で
の

地
区
巡
回
で
受
け
て
い
な

い
人

●
期
　
日
＝
9
月
2
9
日
（
土
）

●
時
　
間
＝
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

●
場
　
所
＝
遠
賀
町
公
民
館
別
館

●
持
参
晶
＝
総
合
検
診
受
診
票

総
合
検
診
（
も
れ
者
）

●
期
　
日
＝
9
月
2
0
日
（
木
）

●
時
　
間
＝
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

●
場
　
所
＝
中
央
公
民
館

●
対
象
者
＝
l
歳
6
カ
月
児
～
8
カ
月

児
（
平
成
元
年
l
月
～
3

月生）

●
持
参
品
＝
母
子
健
康
手
帳
、
検
診
粟

●
内
　
容
＝
身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

●
料
　
金
＝
無
料

●
期
　
日
＝
9
月
1
9
日
（
水
）

●
時
　
間
＝
1
0
時
～
1
6
時

●
場
　
所
＝
役
場
玄
関
前

●
そ
の
他
＝
前
回
6
月
1
9
日
の
献
血
で

は
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

回
も
従
来
ど
お
り
の
献
血
に

加
え
て
、
新
し
い
献
血
方
法

で
あ
る
成
分
献
血
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
成
分
献

血
は
登
録
制
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け

る
人
は
革
前
に
役
場
保
健
衛

生
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

献
血
の
実
施
に
つ
い
て

●
持
参
晶
＝
印
鑑
（
母
子
健
康
手
帳
受

領
者
の
み
）

●
料
　
金
＝
無
料

1
歳
6
カ
月
児
検
診

●
期
　
日
＝
9
月
1
8
日
（
火
）

●
時
　
間
＝
9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

●
場
　
所
1
－
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
者
＝
生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児

●
持
参
晶
＝
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
内
　
容
＝
体
重
・
身
長
測
定

●
料
　
金
＝
無
料

目
＝
9
月
徳
目
（
火
）

問
＝
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

付
＝
1
3
時
2
0
分
～
1
3
時
0
0
分

所
＝
役
場
保
健
室

容
・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

・
新
生
児
の
扱
い
方

・
沐
浴
指
導

・
母
乳
に
つ
い
て

妊
　
婦
　
相
　
談

乳
　
児
　
相
　
談

金
・
胃
ガ
ン
検
診
　
恥
円

（
希
望
者
午
前
中
の
み
）

・
基
本
健
康
診
査
　
5
0
0
円


